
※令和５年度 長中の合言葉「覚悟」 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

５月１２日～１５日に日本の文部科学大臣を

議長として先進７か国の教育大臣が富山・金沢に

集まり会議が開かれました。その中で、教育の普

遍的な価値が再確認されるとともにＧ7 が目指す

取り組みの方向性も議論されました。その大きな

柱は以下の４本でした 

①コロナ禍を経た学校の役割の発揮とＩＣＴ

環境整備 

②全ての子供たちの可能性を引き出す教育の

実現 

③社会課題の解決とイノベーションを結び付

けて成長を生み出す人材の育成 

④国際社会の連携に向け、新たな価値を創造す

るための国際教育交流の推進 

この中で私が特に注目したのは「③」の内容で、

本校が取り組みを進めている「起業家教育」が明

記されていたことです。本校の育成課題である

「しなやかに考え、あきらめずに挑戦する生徒」

を実現するために私たちが取り組んでいること

は決して間違った方向ではないこと、むしろこれ

から積極的に取り組まなければならないことと

いうことが確認でき勇気をもらいました。 

６月１９日（月）には市民会館を会場に起業体

験学習のコンペティション（本選）を行います。

中学生が会社設立を通してどのようにして地域

活性化を実現しようとしているか見ていただき

たいと思います。 

 

 

「長崎県を含む九州北部地方が梅雨入りした

とみられる」と２９日に発表されました。平年よ

りも６日、昨年より１３日早い梅雨入りの宣言で

す。校長室の窓からは峰先生や庁務員の小川さん

が育てたユリやサツキやアジサイが雨で一層色

鮮やかに咲いているのが見えます。 

さて、梅雨の季節で心配なのが梅雨末期の集中

豪雨です。本校における大雨や台風時の対応につ

いては、学校ホームページに掲載していますので

ご確認ください。（「長崎中学校トップページ」＞

「大雨対応」）なお、臨時対応を決定した場合は、

学校ホームページや安心メールでお知らせする

こととしています。 

 

 

育成会が図書ボランティアを募集したところ、

早速、２年生の吉田さんと３年生の早稲田さんが

学校図書館の飾りつけのための活動をしてくだ

さいました。生徒の皆さんが本に興味をもっても

らうよう学校図書館支援員の牧山さんが様々な

企画をしています。図書ボランティアの皆さんと

一緒になって利用しやすく親しみやすい学校図

書館を目指しています。保護者の皆様の中で図書

ボランティアの活動に興味がある方は、牧山さん

や図書担当

の山口教諭

や教頭先生

にお声掛け

くださるよ

うお願いし

ます。 

 

 

 

今年も美術の時間などに制作した生徒の作品

が校舎内に掲示されています。学校に立ち寄った

際にはぜひご覧ください。 
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令和５年度 長崎市立長崎中学校 学校だより 第６号 

Ｇ7教育大臣会合 富山・金沢宣言について 

梅雨入りしました 

図書ボランティア 

長中ギャラリー 

（丁寧に作業してくださいました） 

（左は 2 年生のピクトグラム、右は 3 年生の線遠近法の作品） 


